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1) Abulajiang Abudrexiti, Masashi Kameda, et al, "Fast and Automatic 3-dimensinal Blood Vessels 
Visualization in MRA Images", 1st Workshop on Advanced Sensing and Imaging, 24o09, 2010.9. 
2) Masahiro Shirakawa, Masashi Kameda, "Optimum Frequency Band Partition and Quantization Using 
Kurtosis in Subband Image Signal", Workshop on Picture Coding and Image Processing, WP1-9, 2010.12. 
(d) 研究発表（査読なしの論文等） 
1） 白川将寛, 亀田昌志, "符号化レートに対応した画像のサブバンド符号化における最適帯域分割", 映像情報メデ
ィア学会技術報告, AIT2010-103, pp. 41-44, 2010.7. 
2） 柴田博樹，亀田昌志， "陰影表現における稜線を捉えるための初心者向け対話的デッサン学習支援システムの検
討", 情報処理学会，第 73 回全国大会，2ZC-3, 2011.3. 
3） 對馬直哉，亀田昌志， "DCT 係数の符号情報に着目した構造情報圧縮手法の提案", 情報処理学会，第 73 回全国
大会，3T-3, 2011.3. 
4） 梅村靖子，亀田昌志， "粒状ノイズの付加における画像の領域と質感向上との関係", 情報処理学会，第 73 回全
国大会，3T-5, 2011.3. 
5） 高橋奈穂美，亀田昌志， "2 次 Bezier 曲線を用いた画像拡大法におけるグラデーション領域の歪み補正", 情報
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1) 松田浩一，佐々木敏秋，江原茂，小豆島正典，世良耕一郎，" WindowsPC 上における PET-CT Viewer の開発"，
第 16 回ＮＭＣＣ共同利用研究成果発表会，p.7，2010.05. 
2) 万谷勇輝，松田浩一， "Mo-Cap データを用いた 2D アニメーション表現の 3D 化インターフェース", 芸術科
学会，NICOGRAPH 第 26 回秋季大会，P08, 2010.09. 
3) 高橋裕次郎，松田浩一， "術前検討のための MRA-MIP 連動表示システム－MIP 表示上からの血管中心に沿っ
た指定法の提案－", 芸術科学会，NICOGRAPH 第 26 回秋季大会，P14, 2010.09. 
4) 熊谷翔太，松田浩一， "塗装作業における技能差の評価のための一検討", 情報処理学会，第73回全国大会，1ZC-9, 
2011.03. 
5) 菊地愛，松田浩一， "さんさ踊りにおける下半身動作の特徴の抽出方法における一検討", 情報処理学会，第 73
回全国大会，2ZD-7, 2011.03. 
6) 最上恒義，郡未来，松田浩一，清家久美子，海賀孝明， "地域伝統舞踊の基本動作における腰の「落とし」動作
の定量化", 情報処理学会，第 73 回全国大会，6ZA-6, 2011.03. 
7) 中村範斗，松田浩一， "歩行リハビリ支援のための腰部に着目した変化の定量化", 情報処理学会，第 73 回全国
大会，6ZE-3, 2011.03. 
(e) 研究費の獲得 






3) 関東自動車岩手工場,  "「作業／カンコツのデジタル化」を実現する手法の研究開発"，研究代表者, 1,200,000
円． 
4) 岩手県立大学公募型地域課題研究, "伝統芸能伝承のためのコンテンツ作成技術に関する研究－演舞の間とメリ

























1) 日本図学会 理事 
2) 画像電子学会 ビジュアルコンピューティング研究会 運営委員 
3) 画像電子学会 ゲスト編集委員 
4) 情報処理学会 グラフィクスと CAD研究会 運営委員 






PET-CT は全身を 30 分程度で腫瘍の原発，転移の診断が可能であるが，専門外の部位においての診断には困難な
場合も見受けられる．PET-CT は PET と CT の全身（膝上から上半身）画像合わせて 1000 枚を超える場合もあり，
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こともとに，1 センチ程度の球に近い程度を計算し，提示することで 1 センチ級の腫瘍の可能性を提示する手法を提
案・実装した．  
 
【題目】歩行の評価方法に基づいたリハビリ効果の可視化法 
実用歩行訓練に対して行われるリハビリテーション効果の評価というのは理学療法士が臨床の際に効果を目で見
て主観で判断している．しかし，その判断要素の中で効果がどの程度であったか見るだけで分かりやすい評価要素
と，分かりづらい評価要素がある．そのため，目では見えづらい評価要素における歩行の変化をグラフや数値とし
て見ることによってリハビリの効果を定量的に見たいという要求がある．本研究では，感覚的に捉えている要素の
うち，(1)歩行周期における各期の変化，(2)歩行周期の乱れの変化，(3)肩および腰のひねり，に着目し，数値化・可
視化することを目標とした．本研究では，加速度と角速度を同時計測できる無線センサを用い，前述の要素を数値
化し，それを可視化するシステムを構築した．(1)歩行周期における各期の変化は，「踵が着く」｢踵が離れる｣「爪
先が離れる」といった区切りが必要であり，踵と爪先にセンサを装着してデータを取得して区切りを検出・数値化
し，それらのリハビリ前後での推移を数値化した．(2)歩行周期の乱れの変化は，踵に付けた角速度センサのデータ
から検出・数値化し，リハビリ前後での推移を数値化した．(3)肩および腰のひねりの変化は，背中と腰に角速度セ
ンサを装着し，ひねり成分の相関をとることでリハビリ過程における変化を数値化した．以上により，本研究で着
目した要素について，他のシステムでは行えなかった理学療法士のリハビリ効果の評価の支援を実現した． 
 
【題目】郷土芸能における技能の可視化法 
技能は感覚的に伝えられることが多く，教える側も教わる側も具体的な情報伝達手段があれば，という要望があ
る．この課題に対して，本年度は，(1)舞踊の基本動作の「落とし」の感覚，(2)和太鼓の手・腕の連動，(3)さんさ
踊りにおけるひねり動作，の 3つの技能について取り組んだ． 
(1)，(2)のテーマについては，加速度センサ，(3)のテーマについては，角速度センサを用いた特徴抽出方法の検
討および抽出実験を行った．(1)については，腰部に加速度センサを装着し，腰を落とす際の重力加速度の変化に着
目し，その分類方法および，分析方法を提案した．(2)については，手首・前腕・上腕に加速度センサを装着し，振
り下ろしの際のそれぞれの部位の加速度の変化を取得し，分析方法を提案した．(3)については，腰と背中に角速度
センサを装着し，タイミングのずれを分かりやすく提示できる計算方法を提案した． 
以上の実験から，加速度は，力をどの程度入れているか，また，力をどの程度抜いているか，といった意識的な
力の動きが分かりやすくなることが判明し，また，角速度は，回転動作における動きの意識の程度が分かりやすく
なることが判明した． 
  
